
体 名

岩国市駐車場事業経営戦略

岩国市

事 業 名 駐車場事業

策 定 令和  3  年   3  月

計 画 期 間 令和  3  年度 令和  12 年度

1.事業概要

(1)事 業 形 態

法適 (全部適用・一部適用)

非  適  の  区  分 法非適用 事 業 開 始 年 月 日 平成25年4月 1日

職    員 数 2人 (兼務) 施 設 名

三 笠 橋 駐 車 場
麻 里 布 駐 車 場
岩国駅 西 口第 珂送迎 用駐車場
岩 国駅 西 口第 2送 迎 用駐車 場
由 宇  駅  前 駐  車 場
神 代 駅 前 駐 車 場
岩国駅東口自動二輪車等駐車場

種類

三 笠 緒 駐 車 場 届出駐車場

構造

三 笠 梧 駐 車 場
麻 里 布 駐 車 場 立体式麻 里 布 駐 車 場 都市計画駐車場

岩国駅西 日第 1送 迎用駐車場
岩国駅西口第2送 迎用駐車場
由 宇 駅 前 駐 車 場
神 代 駅 前 駐 車 場
岩回駅東日自動二輪車等駐車場

その他

岩回駅西 日第1送迎用駐車場
岩国駅西口第2送迎用駐車場
由 宇 駅 前 駐 車 場
神 代 駅 前 駐 車 場
岩国駅東口自動二輪車等駐車場

広場式

立地

三 笠 楯 駐 車 場
麻 里 布 駐 車 場 商業施設

建 設 後 の 経 過 年 数

三 笠 格 駐 車 場 34年
麻 里 布 駐 車 場 23年
岩国駅西日第 1送迎用駐車場  0年
岩国駅西日第2送迎用駐車場  0年
由 宇 駅 前 駐 車 場 29年
神 代 駅 前 駐 車 場 29年
岩国駅東口自動二輪車等駐車場  2年

岩国駅西 口第 ,送 迎用駐車堀
岩□駅西口第2送 迎用駐車場
由 李 駅 前 職 車 場
神 代 駅 前 駐 車 場
岩国駅東口自動二輪車等駐車場

駅

駐 車 場 使 用 面 積

三 笠 橋 駐 車 場
麻 里 布 駐 車 場
岩国駅西日第 1送迎用駐車場
岩国駅西日第2送 迎用駐車場
由 宇 駅 前 駐 車 場
神 代 駅 前 駐 車 場
岩国駅東日自動二輸車等駐車場

8,044∬

4,82,∬

286ド
342nl
640nf
369nf
196nf

収 容 台 数

営 業 時 間 24時間営業

民 間 活 用 の 状 況

ア 民間委託 由宇駅前駐車場 (パーキングシステム保守)

イ 指定管理者制度
三笠橋駐車場、麻里布駐車場、岩国駅西口第珂送迎用駐車場、
岩国駅西日第2送迎用駐車場及び岩国駅東口自動二輪車等駐
車場(いずれも利用料金制度)

ウ PPP'PFI



(2)料 金 形 態

1  三笠橋駐車場

2 麻里布駐車場

利用区分 駐車時間 駐車料金

普通駐車 (1回 につき)

最初の1時間まで 200円

1時間を超え、以後1時間(1時間に満たない場合
は、1時間とする。)ごと

100円

定期駐車

全日定期 終 日 1台 1か月につき 8,800円

平日定期 終日(休 日を除く日)

珂台1か月につき 6,280円

(休 日に駐車した場合は、普通駐車による駐車料
金とする。)

月ぎめ駐車 終 日 1台 1か 月につき 81800円

備考 休日とは、日曜日、土曜日及び国民の祝日に関する法律 (昭和23年法律第178号)に規定する休日をいう。

7時 ～23時最大料金 800円
23時～7時最大料金 500円

定期、月ぎめ10台 以上の一括契約 1台 当たり500円 割引

身体障害者手帳、療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳の交
付を受けている者が運転又は同乗している車両の普通駐車は、5
割を免除する。

料 金 形 態 の 考 え 方 周辺の駐車場の料金等から総合的に判断し、設定している。

料 金 改 定 年 月 日
(消 費税のみの改定は含まない)

平成10年 4月 1日

利用区分 駐車時間 駐車料金

普通駐車 (1回 につき)

最初の1時間まで 200円

1時間を超え、以後1時間(1時間に満たない場合
は、1時間とする。)ごと

100円

定期駐車

全日定期 終 日 可台1か月につき  9,900円

平日定期 終日(休 日を除く日)

1台 珂か月につき 7,070円

(休 日に駐車した場合は、普通駐車による駐車料
金とする。)

月ぎめ駐車 終 日 1台 1か 月につき 91900円

備考 休日とは、日曜日、土曜日及び国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第178号 )に規定する休日をいう。

8時～18時最大料金 800円
18時～8時最大料金 1,000円

定期、月ぎめ10台以上の一括契約 1台 当たり500円 割引

身体障害者手帳、療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳の交
付を受けている者が運転又は同乗している車両の普通駐車は、5
割を免除する。

料 金 形 態 の 考 え 方 周辺の駐車場の料金等から総合的に判断し、設定している。

料 金 改 定 年 月 日
(消 費税のみの改定は含まない)

改定なし



3 岩国駅西口第呵送迎用駐車場及び岩国駅西日第2送迎用駐車場

4 由宇駅前駐車場

5 神代駅前駐車場

6 岩国駅東口自動二輪車等駐車場

利用区分 駐車時間 駐車料金

普通駐車 (1回 につき)

最初の15分まで 無料

15分を越え30分まで 100円

30分を超え、以後¬時間(1時間に満たない場合
は、刊時間とする。)ごと

200円

身体障害者手帳、療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者が運転又は同乗している車両の普通駐車は、5
割を免除する。

料 金 形 態 の 考 え 方
周辺の駐車場の料金等から総合的に判断し、設定している。
駅前広場に車両が滞留し、交通の妨げにならないよう、短時間の利用を低料金に抑えている。

料 金 改 定 年 月 日
(消 費税のみの改定は含まない)

改定なし

利用区分 駐車時間 駐車料金

普通駐車 (1回 につき)

最初の4時間まで 100円

4時間を超え、以後2時間(2時間に満たない場
合は、2時間とする。)ごと

100円

定期駐車 終 日 1台 1か 月につき 4,710円

料 金 形 態 の 考 え 方 周辺の駐車場の料金等から総合的に判断し、設定している。

料 金 改 定 年
(消 費税のみの改定は合

月 日
まない)

平成20年4月 1日

利用区分 駐車時間 駐車料金

定期駐車 終 日 1台 1か 月につき 3,140円

料 金 形 態 の 考 え 方 周辺の民営駐車場と比較して著しく低い料金にならないように設定している。

料 金 改 定 年 月 日
(消 費税のみの改定は含まない)

平成20年4月 1日

利用区分 駐車時間 駐車料金

定期駐車 終 日 1台 刊か月につき 1,650円

料 金 形 態 の 考 え 方 近郊の他市の例を参考にして設定している。

料 金 改 定 年 月 日
(消 費税のみの改定は含まない)

改定なし



(3)現在の経営状況

は、別紙のとおりで、す ている。



山口県岩国市 三笠橋駐車場

経営比較分析表 (平成30年度決算)

立 地 周辺駐車場の需給案艤田査 離軍増霞用面積 (前 ,

蘭票施跛 有 8.044

収容台数 (台 ) 一時間当たりの基本料金 (円 ) 霜足管理者朗度の導入

292 200 利用料金印l

グラフ凡例
日 当敵施設値 (当 日女値)

― 類似施設平均値 (平 均値 )

口 平成30年度全国平均

粟務名 素種名 手累名 類似施設区分 管理者の情報

法非適用 駐車場整備事業 AlSl 非設置

自己資本格威比率 (96) 種類 稲 遣 建設後の経過年数 (年 )

嵌当数値な し 届出駐車場 立体式 32

3.利用の状況

①r息働率(%)
〔1099】

平1"鱚

1収益等の状況

①収益的収支比率(96) ②他会 H十補助金比率 (96)
〔29,1】 【53】

“

０

●

③駐車台数―台当たりの他会計補助金額(円 ) ④売上高GOP比率(96) ⑤ EBITDA(千 円)
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⑫敷地の地価(子 円)

78,040

◎設備投愛見込額(千 円)

11,678

2.資産等の状況

⑩企業債残高対料金収入比率(96)

該当数値なし 該当数値なし
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固定賛産滅価償却串(96) ③累積欠損金比率(96)

【1036】

ぉ

コ

４ ０

EBI

と

こ
え

る

い
な く

に 向

と
る

均 を

い 。

し

平

け る。

り

て し

く

について

フ ェ どを行つた。

、施設の老朽化が著し
る

つた

してい

えており、
るが、

を検肘す

な

し る。

高い収益性に
ている。しか

りよ
し

る

て



山口県岩国市 麻里布駐車場

経営比較分析表 (平成30年度決算)

グラフ凡例
日 当敵施段ld(当敵値)

― 類似施設平均値 (平 均値 )

口 平成30年度全国平均

粟務名 票租名 事果名 類似鷺骰区分 管理者の情報
法非酒用 駐軍鳩奎備亭素 AlBl 非 I費 I避

自己資本脩威比率 (%) 租 頭 構造 建設後の経過年数 (年 )

酸当数値なし 都市計団駐車場 立体式 21

立 地 周辺駐車場の需給典態開査 雇軍堀僕用面TR(nf)

簡来施股 有 4,827

収審台敏 (台 ) 一昭岡当た りの語本再金 (円 ) 招足管理者団度の導入

164 200 利用料金制

1.収益等の状況

①収益的収支比率(96) ②他会計補助金比率(96)
【29,1】 【53】

H`い ●
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③駐車台敷―台当たりの他会計補助金領(円 ) ④売上高GOP比率(%) ⑤ EBITDA(千 円)
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2.資産等の状況

⑥有形固定資産減個償却率(96) ③累積欠損金比率(%) ⑩企業債残高対料金収入比率(96)

⑦敷地の地価(千円)

88,464

【I∝ 6】

③設備投資見込観(干 円)
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山口県岩国市 由宇駅前駐車場

経営比較分析表 (平成30年度決算)

グラフ凡例
日 当敵施

'夜

値 (当 敵値)

― 類似施設平均値 (平 均値)

【】 平成30年度全国平均

累務名 粟租名 手粟名 顕似施設区分 管理管の情報

法非適用 駐軍璃霊偏事系 A3Bl 非風〔t臣

自己資本稿威比率 (96) 租 願 柄 遺 燿設数の種過写歎 (年)

族当数値なし その他駐軍場 広場式 Z′

立 地 周忍離旱増の需給霙懸田奎 駐翠場使用面積 (nf)

駅 無 640

収容台数 (台 ) ―時間当たりの番本料金 (円 ) 情定管理者制度の導入

19 100 導入なし

1.収 益等の状況

①収益的収支比率(96) ②他会計補助金比率(%)
〔29,1】 〔S3】
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③駐車台数―台当たりの他会計補助金額(円 ) ④売上高GOP比 率 (%) ⑤ EBITDA(千 円)

〔269】 | 【10102】
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2資産等の状況

⑥有耳多固定資産滅停償却率(96) ◎累積欠損金比率(%) ⑩企業債残高対料金収入比率(%)
⑦敷地の地価(千 円)

261425

〔Ioe c】

③設備投資見込額(千 円)
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該当数値なし 該当数値なし
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建設後27年が経過している。平成28年 度に施設の
全面改俸を行つたところであるが、今後も適切な維
持管理により施設の長寿命化を図る必要がある。

て し

て

向し
し

驚解秘構
本施設は、収益性の回復により、観ね安定的な経

営を縫持している。しかし、経続的な収益性の確保
のため、稼働率を向上させるための検肘が必要であ
る。



山口県岩田市 神代駅前駐車場

経営比較分析表 (平成30年度決算)

グラフ凡例
日 当触施設値 (当 敵饉)

― 類似施:役平均値 (平 均値 )

口 平成30年度金田平均

業務名 粟程名 事果名 頑似麗骰区分 管理者の情報
法非適用 駐軍塙憂偏手栞 A381 非設置

自己資本格威比率 (%) 租 頭 構造 建設後の種過年敷 (年 )

霰 当取 に な し その他駐車場 広場式 27

立 地 周辺駐車堀の需給案艤田査 駐軍堀便用面積 (■F)

駅 無 369

収容台数 (台 ) 一晴同当た りの番本料金 (円 ) 摺足管理者朗康の導入

15 導入な し

〔1900,

1 当歓亀
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3利用の状況

⑪稔働率(%)

1収益等の状況

O収益的収支比率(96) ②他会計補助金比率 (96)
【20'I】 〔S3】
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⑥駐車台数―台当たりの他会計補助金額(円 ) ④売上高GOP比率(%) ⑤EB:TDA(千円)

〔260〕 【16102】
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②敷地の地価(千 円)

4,723

◎設備投貴見込額(千 円)

0

2.資産等の状況

⑥有形固定資産減価償却率(96) ◎黒積欠損金比率(9`) ⑩企泉領残高対料金収入比率(%)
【1031】
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I 収憂呼の状況について
平成30年度は、収益的収支比率と売上高GOP比率

が全囲平均及び類似施設平均を大きく上回り、高い
収益性を示している。

一方、EBITDAが 全国平均及び頬似施設平均を下
回つており、収益が継続して成長する見込みが高く
はない。引き続き収益性の安定的な成長に向けた取
組みが泌要である。
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2.将来の事業環境

(1)駐車場需要の見通し

(2)料金収入の見通し

て し て

要を充足させ て しヽ くため 運営を継続して しヽ くことが重 る。(三笠橋駐車場、麻里布駐車場、岩国駅西口第 1・

第 2送迎用駐車場 )

岩国
岩国
由宇

駅西日第■第2送迎用駐車場は、上記の視点に加えて駅前広場の車の流れを円滑にするという目的もある。
駅東口自動二輪車等駐車場は、周辺に民間の自動二輪車等駐車場がないためt一定の需要がある。
駅前駐車場は、本来は、好調だつた新型コロナウイルス流行前程度の需要があると考えている。
駅前駐車場は、周辺に定期駐車のできる駐車場が少ないことから、安定した需要が見込める。

口 ル ス て い に ル

出し A ED設置などの 手厚 しヽサービスを
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三笠橋駐車場及び麻里布駐車場の料金収入の推移と将来予測 (単位 :・ 円)
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一 三笠橋駐車場 ― 麻皇布駐車場    ・

その他の駐車場の料金収入の推移と将来予測 (単位 :円 )
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i    a“い石国駅西日第1送迎用駐車場  _岩 国駅西日第2送迎用駐車場  
一

由宇駅前駐車場  
―

神代駅前駐車場i 一 岩国辱尺東日自動二輪車等駐車場
・マ  ・        i



旧(令和3年度 9,182千円)

麻里 更新 (令和3年度(設計 ) 1 1606 千 円 令和4年度 (工事 ) 1 7,204千 円 総事業費 1 8,8 1 0千円 )

三笠橋駐車場のエレベーターの改修

忌董甲離詈場8竺離 _の改修

(3)施設の見通し

(4)組織の見通し

て し ヽ ヽ
。

理者による管理としている駐車場は、今後も同様とし、職員 員を要しないよう努めていく。

3.経営の基本方金十

主 買い物 して地域経済の活性化に資する。
て しヽ る駐車場は JR ほか他の交通機関との接続による自動車Iこ過度 Iこ依存しなしヽ交通体系の 形 成や駅前広場の車の

滑 I する役割も担う。



4.投資・財政計画 (J又支計画 )

(1)投資・財政計画(収支計画):別 紙 の と お り

(2)投資・財政計画(収支計画)の策定に当たつての説萌

① 収支計画のうち投資についての説明

標

三笠橋駐軍場及び麻里布駐車場の老朽化に伴い、計画的に大規模改修を行つていく。

し ヽ

大規模改修は、「3(3)施設の見通し」に記載のとおり。

② 収支計画のうち財源についての説明

③ 収支計画のうち投資以外の経費についての説明
て い ｂヽ の

る。

標

が迅速にできるよう、指定管理者との綿密な連携や適切ともに、
ヽ
つ

こつ て` 、

の し



(3)投資・財政計画 (収支計画 )に未反映の取組や今後検討干定の取組の概要

① 今後の投資についての考え方・検討状況

② 今後の財源についての考え方・検討状況

③ 投資以外の経費についての考え方・検討状況

民 間 活 用

駐車場の配置の適正化

投 資 の 平 準 化

そ の 他 の 取 組

現在、三笠橋駐車場及び麻里布駐車場、岩国駅東口
送迎用駐車場の3件の指定管理協定が存在するが、
ようこれらを一本化することを検討している。

自動二輪車等駐車場、岩国駅西口第 1・ 第2
指定管理者において効率的な運営が図られる

それぞれの駐車場に一定の需要があり、配置は適正と考えている。

これまでどおリー般会計からの繰入に頼らないよう、計画的に駐車場基金を活用した大規模改修を
行う。

金料

利用者増加に向けた取組

企 業    債

入 金繰

資産の有効活用等による
収 入 増 加 の 取 組

そ の 他 の 取 組

現段階では適正と考えているが、利用台数や売上の推移、周辺駐車場の料金を注視し、適宜指定
管理者と協議しながら適正料金を模索していく。

三笠橋駐車場及び麻里布駐車場において、指定管理者が無料レンタサイクル、傘の無料貸出し、A
ED設置など、利用者の利便性向上や安心・安全につながるサービスを実施している。

なし

一般会計繰入金はない。
大規模改修を行う年度は、駐車場基金からの繰入を行うことが考えられる。

三笠橋駐車場及び麻里布駐車場において、指定管理者が自動販売機を設置している。

委

　

　

管

，
　

職

託    料

理 運 営 費

員 給 与 費

そ の 他 の 取 組

由宇駅前駐車場 (パーキングシステム保守)

指定管理としている駐車場の管理運営費は、おおむね指定管理者が負担している。

専任職員がいないため、特別会計に計上していない。



S.公営企業とl´て室縮するス喜梓など

6.経営戦略の事後検証 改ヽ定等に関する事項

営
定

経
改

戦略の事後検証、
等 に関する事項

毎年度の決算資料調製に合空堂て導控富理を行い、指定管理者との協定の更新や大規模改修〒
に伴い、収支見込みが大きく変動する場合に経営戦略の見直しを行う。

し 客の駐車場とし て しヽ る。

事業の意義、提
サービス自体の

供する
必要性

て し 」R ほ 車に過度に依存しなしヽ交通
の 車の

し 料金は しヽなしヽ力` 工定の利用者と収
益があるため 十分 I られる

公営企業として実施する
必   要   性

一定の収益が上がっており、施設の改修を行いながら、一般会計からの繰入に頼らない運営を行つ
ている。



様式第2号 (法非適用企業 ) 投資・財政計画
(収支計画 )

区   分

前々年度

(決 算 )

副年反

〔資割
本年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度令和11年度令和12年度

益 (A)収1  総 12,768 17.313 17,699 17,814 17,980 17,745 17,745 17,745 17,745 17,745 17,745 17,745

1 (B) 12,743 17.288 17,636 17,682 17,682 17,682 17,682 17.682 17,682 171682 17.682 17.682

金 収 入ア 料 1,799 1,416 1,753 11799 11799 11799 1,799 1,799 1・ 799 1・ 799 11799 1,799

イ 受 召モ エ 事 収 益 (C)

の 10,944 15,872 15,383 15,883 15,883 15,883 15,883 15,883 15,883 15,883 15,883 15,883

外    収    益 25 25 63 132 298 63 63 63 63 63 63 63

ア 他 会 計 繰 入 金

収
益
的
収
入

の 他イ そ 25 25 63 132 298 63 63 63 63 63 63 63

2 用 1,146 3,883 41239 2,827 2,827 2,913 2,913 2,913 2,913 2,913 2,913 2,913

1 用 961 2,707 2,827 2,827 2,827 2,827 21827 2,827 2,827 2,827 21827 2.827

|う ち 退 職 手 当
ア 職 員 給 与 費

のイ  そ 也 961 2,707 2,827 2,827 2,827 2,827 2,827 2,827 2,827 2,827 2,827 2,827

用 185 1,176 1,412 86 86 86 86 86 86 86

払 不り 息ア 支

収
益
的
支
出

のイ  そ 185 1,176 1,412 86 86 86 86 86 86 86

収

益

的

収

支

弓|3 (A)一(D)    (E) 11,622 13,430 13,460 14,987 15,153 14,832 14,832 14,832 141832 14・ 832 14,832 14,832

1資 本 的 収 入 (F)

1

平

2 助

(3)他 会 計 借 入 金

(4)固 定 資 歴 売 却 代 金

(5)国 (都 道 府 県 )莉
(6)工 事 負 担 金

資
本
的
収
入

の 他(7)そ
2資 本 的 支 出 (G) 2,230 10.788 17.204 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000

(1)

う ち 職 員 給 与

(2)地 方 債 償 還 金 (H)

(3)他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

4 へ  の

資
本
的
支
出

の 他(5)そ 2,230 10,788 17,204 14,000 141000 14.000 14,000 14,000 14,000 141000 141000

資

本

的

収

支

3 収 支 差 引 (F)― (G)    (1) △ 2,230 △ 10,788 △ 17.204 △ 14,000 △ 14.000 △ 14,000 △ 14.000 △ 14,000 △ 141000 △ 14,000 △ 14,000



様式第2号 (法非適用企業)

投資・財政計画
(収支計画)

区   分

前々年度

(決 算 )

副年度

〔資割
本年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 和 1 11 1

収 支 再 差 引 (E)+(1)      (」 ) 9,392 13,430 2,672 △ 2,217 1,153 832 832 832 832 832 832 832
積    立 金 (K) 8,469 15,746 1,000 11000 1,000 1,000 1.000からの (L) 2,628 3,551 1,235 3,907 1,690 2,843 3,675 3,507 3,339 3,171 3,003 3,835

用 (M)
形 3,551 1,235 31907 1,690 2,843 3.675 3,507 3,339 3,171 3,003 3,835 3.667へ 繰 べ き

実 質  収  支

(N)―(0)

黒 字 (P) 3,551 1,235 31907 1,690 21843 3.675 3,507 3,339 3,171 3,003 3,835 3,667
字 (Q)

赤 字 比 率 ( X100 )

収 益 的 収 支 比 率 ( X100 ) 1,114.14 445,87 417.53 630.14 636.01 609.17 60917 60917 609.17 609,17 60917 609.17
地方財政法施行令第16条第 1項
資   金   の   不

により算定した
足   額

(R)

エ 12,743 17,288 J7.636 171682 17,682 17.682 17.682 17.682 17.682 171682 171682 171682地 方 財
資 金 不

政 法 に よ る
率

((R)/(S)X100)足 の 比

健全化法施行令第16

資  金  の
条により鼻疋 した

(T)不  足  額
健全化法施行規則第 6条 に規 定する

(U)_解 消 可 能 資 金 不 足 額
健全化法施行令第17条により

(V)事   業   の 規   模
健全化法第22条により算定した

((T)/(V)X100)資  金  不 足  比  率

方 (X)

入金

度 々年度 前

〔資区   分 (決 算 ) 割
本年度

収

ち 入

入

入

支

つ

ち

準

入 金

○
千円)


